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昨
年
度
か
ら
「
木
の
家
等
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
木
育
事
業
（
小
学
生
を
対
象
に
し
た
木

材
に
関
す
る
体
験
教
育
）。
今
年
度
も
継
続
し
９
月
、

10
月
に
県
下
４
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

花
岡
小
学
校
で
６
年
生

１
２
０
人
を
対
象
に
８
時

30
分
か
ら
12
時
ま
で
実
施

し
、
指
導
員
は
９
人
で
対

応
し
ま
し
た
。
２
つ
の
木

組
み
体
験
と
丸
太
切
り
体

験
を
準
備
。
多
く
の
児
童

に
体
験
し
て
も
ら
い
、
み

ん
な
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

む
つ
み
小
学
校
で
５
・

６
年
生
18
人
を
対
象
に
８

時
45
分
か
ら
11
時
40
分
ま

で
実
施
し
、
指
導
員
は
６

人
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

木
組
み
体
験
、
か
ん
な

削
り
体
験
、
丸
太
切
り
体

験
に
加
え
、
木
工
教
室
と

内
容
は
充
実
。
少
人
数
で

し
た
が
、
そ
の
分
、
一
人

ひ
と
り
に
時
間
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
市
小
学
校
で
５
年
生

21
人
を
対
象
に
９
時
30
分

か
ら
11
時
15
分
ま
で
実
施

し
、
指
導
員
は
５
人
で
対

応
し
ま
し
た
。
木
組
み
体

験
、カ
ン
ナ
削
り
体
験
等
。

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
が
取
材

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

牟
礼
南
小
学
校
で
４
年

生
48
人
を
対
象
に
13
時
か

ら
14
時
30
分
ま
で
実
施

し
、指
導
員
５
人
で
対
応
。

木
と
生
活
の
関
わ
り
の
話

で
は
、
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
画
面
に
映
像
を

映
し
な
が
ら
説
明
。
木
組

み
体
験
、
カ
ン
ナ
削
り
体

験
、
丸
太
切
り
体
験
も
大

変
好
評
で
し
た

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

県
内
の
森
林
を
守
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
で
す
。

　

ま
た
、木
に
触
れ
合
い
、

「
木
組
み
」「
丸
太
切
り
」

「
カ
ン
ナ
削
り
」
の
各
体

験
を
通
し
、
つ
く
る
喜
び

を
伝
え
る
こ
と
で
、「
将

来
の
後
継
者
育
成
へ
」
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
大

き
な
取
り
組
み
の
意
義
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
材
利
用
に
関
す
る

体
験
教
育
を
通
し
て
、
木

の
良
さ
や
木
と
森
と
の

関
わ
り
を
学
び
、
県
産
木

『
木
』の
魅
力

③丸太切りでノコの使い方を指導（徳山）

①かけやを使って棟上げ（下松）

地域で伝
える

今年度も継続

木育事業

貴
重
な
体
験 

子
供
た
ち
へ

④大工さんとカンナ削り体験（防府）

①
９
／
26
下
松
支
部

②
10
／
３
萩
支
部

③
10
／
11
徳
山
支
部

④
10
／
15
防
府
支
部

　

組
合
で
は
出
来
る
限

り
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
号
は
新
年
号
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
要

領
で
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
し
ど

し
所
属
支
部
を
通
し

て
、
原
稿
を
お
送
り
頂

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
方
に
は
、
記
念
品

（
ク
オ
カ
ー
ド
）
を
差

し
上
げ
ま
す
。

◇
内
　

容

　

①
我
が
家
、
私
の
自

慢
話
②
我
が
家
、
私
の

正
月
の
過
ご
し
方
③
年

お
と
こ
、年
お
ん
な
（
新

年
の
抱
負
）
④
我
が
家
、

私
の
健
康
法
⑤
写
真
、

絵
画
、
短
歌
な
ど
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

◇
字
　

数

　

４
０
０
字
程
度

◇
締
　

切

　

12
月
１
日
必
着

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
と
い
う
二

階
建
て
部
分

の
年
金
が
あ

り
ま
す
。
自

営
業
者
の
方

は
一
階
部
分

の
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
し
か
し
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

国
民
年
金
基
金
と
い
う

二
階
建
て
部
分
の
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
年
金
基

金
は
、
掛
金
が
割
安
で

年
金
額
が
保
障
さ
れ
て

い
る
厚
生
労
働
省
認
可

の
公
的
制
度
で
す
の
で

安
心
し
て
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
一
昨
年
の
４
月
か
ら

予
定
利
率
が
１
・
５
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
他
の
金
融
商
品

と
比
較
し
て
も
非
常
に

有
利
で
す
。
ま
た
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん

し
、
受
け
取
る
年
金

は
、
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
、
掛
金
が

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
節
税
で

き
ま
す
。

▼
そ
れ
か
ら
、
国
民
年

金
基
金
に
は
個
人
年
金

に
は
な
い
、
国
庫
負
担

が
あ
り
ま
す
。
掛
金
は

年
齢
が
若
い
程
安
く

な
っ
て
い
ま
す
し
、
積

立
額
も
多
く
な
り
ま

す
。
加
入
希
望
の
方
は

で
き
る
だ
け
早
く
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

■
求
人
情
報
の
ご
利

用
を

　

「
仕
事
の
関
係
で
職
人

さ
ん
や
従
業
員
が
必
要

な
ん
だ
が
…
」
そ
ん
な

要
望
に
応
え
る
た
め
建

設
山
口
で
は
、
求
人
情

報
を
本
部
を
通
じ
て
、

県
下
各
支
部
に
連
絡
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
は
、

指
定
の
「
建
設
山
口
求

人
票
」
を
本
部
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
本
部

か
ら
県
下
各
支
部
に
送

付
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
組
合
事
務
所
ま
で
。

②参加者全員で木工教室も（萩）
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徳
山
支
部
が
担

当
し
た
夜
市
小
学

校
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｋ
Ｒ
Ｙ
・
Ｔ
Ｙ
Ｓ

の
テ
レ
ビ
局
と
数

社
の
新
聞
社
が
取

材
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

木
と
の
触
れ
合

い
、
い
く
つ
も
の

体
験
教
育
も
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
の
関
心

も
高
く
、
開
始
か

ら
最
後
ま
で
取
材

す
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

木
組
み
体
験
で
、
子
ど

も
た
ち
が
真
剣
に
「
か
け

や
」
を
使
っ
て
、
協
力
し

な
が
ら
棟
上
げ
を
す
る
姿

や
楽
し
そ
う
に
カ
ン
ナ
削

り
体
験
や
丸
太
切
り
体

験
、
釘
打
ち
競
争
を
行
っ

て
い
る
姿
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
、
早
速
当

日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

取材を受ける久保支部長（徳山）

関心高く・マスコミも
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県庁15階で関係団体を交えての協議 　

建
設
山
口
は
10
月
３

日
、
災
害
協
定
（
応
急
仮

設
木
造
住
宅
建
設
に
関
す

る
災
害
協
定
）
に
向
け
、

担
当
課
と
の
話
し
合
い
の

場
を
持
ち
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
建
総
連
か
ら

田
口
書
記
次
長
、
小
川
住

宅
対
策
部
長
も
同
席
し
、

午
後
３
時
か
ら
建
設
山
口

本
部
会
館
で
事
前
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
そ
の
ま
ま

県
庁
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

県
側
か
ら
「
現
在
、
災

害
協
定
の
見
直
し
を
行
っ

　

山
口
県
側
か
ら
来
年
１

月
の
協
定
締
結
の
意
向
が

示
さ
れ
た
た
め
、
建
設
山

口
と
し
て
12
月
末
を
目
処

に
、
県
下
で
２
０
０
事
業

所
の
「
応
急
修
理
（
登
録
）

事
業
者
」
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
大
規
模

地
震
の
際
、被
災
地
域
（
住

宅
の
倒
壊
現
場
）
で
の
建

設
職
人
の
人
力
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
過
去
に
膨

大
な
被
害
を
出
し
た
地
震

に
お
い
て
も
被
災
直
後
の

初
期
復
旧
作
業
で
は
地
域

の
建
設
職
人
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

趣
旨
を
御
理
解
頂
き
、

多
く
の
組
合
員
の
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
申
告
控
え

山
口
県
と
協
議
・
調
整
す
す
む

早
急
に
２
つ
の
協
定
締
結
を

災
害
協
定
に
む
け
て

災
害
協
定
に
む
け
て

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
可
能
で
あ
れ
ば
協
定

は
１
月
か
２
月
頃
に
」
と

の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
事
前
に
担
当
課

か
ら
「
応
急
仮
設
木
造
住

宅
に
関
す
る
協
定
」
と
同

時
に
、「
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
に
関
す
る
協
定
」

に
つ
い
て
も
協
力
を
求
め

ら
れ
て
お
り
、
執
行
委
員

会
の
確
認
の
も
と
、
こ
れ

か
ら
建
設
山
口
と
し
て
、

応
急
仮
設
木
造
住
宅
の

建
設
に
関
す
る
協
定

早
急
に
２
つ
の
協
定
締
結

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
詳
細
は
新
年
号
に
掲
載
）。

　

地
震
や
水
害
、
山
崩
れ

な
ど
の
自
然
災
害
な
ど
に

よ
り
、
居
住
す
る
住
家
が

な
く
、
自
ら
の
資
金
で
は

住
宅
を
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
に
対
し
、
行
政

が
貸
与
す
る
仮
の
住
宅
の

こ
と
で
す
。

　

主
に
プ
レ
ハ
ブ
工
法
に

よ
る
、
組
立
タ
イ
プ
と
ユ

ニ
ッ
ト
タ
イ
プ
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
で
は
地
域
の
工

務
店
等
に
よ
り
、
木
造
軸

組
タ
イ
プ
で
建
設
が
行
わ

れ
、
今
年
の
熊
本
県
の
地

震
で
も
木
造
の
仮
設
住
宅

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
木
造
の
仮
設
住
宅

は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ

Ｎ
・全
国
工
務
店
協
会
（
会

員
数
約
３
千
社
）
と
全
建

総
連
（
組
合
員
数
62
万
人
）

を
正
会
員
と
す
る
一
般
社

団
法
人
全
国
木
造
建
設
事

業
協
会
（
全
木
協
）
が
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
組
は
労
働
者
供

給
事
業
（
職
業
安
定
法
第

45
条
に
基
づ
き
、
労
働
組

合
が
厚
生
労
働
大
臣
の
許

可
を
受
け
た
場
合
に
行
え

る
事
業
）
で
、
建
設
山
口

は
、
協
定
が
締
結
さ
れ
れ

ば
労
働
者
供
給
団
体
と
な

り
ま
す
。

被
災
住
宅
の
応
急
修

理
に
関
す
る
協
定

　

災
害
救
助
法
に
規
程
す

る
住
宅
の
応
急
修
理
の
こ

と
で
、「
全
壊
・
大
規
模

半
壊
し
た
住
宅
」
を
市
町

村
が
業
者
に
依
頼
し
て
一

定
の
範
囲
内
で
応
急
修
理

を
す
る
制
度
で
す
。
一
世

帯
あ
た
り
52
万
円
ま
で
補

助
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

山
口
県
側
は
、
仮
設
住

宅
建
設
の
必
要
性
と
同
時

に
、
そ
の
前
段
で
の
対
策

と
し
て
、「
大
規
模
災
害

の
際
に
は
、
被
災
住
宅
の

修
理
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
被
災
者
の

た
め
に
も
仮
設
住
宅
の
負

担
を
抑
え
た
い
」
意
向
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
協
定
は
建
設

山
口
と
し
て
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
な
り
、
協
定
締
結

に
は
応
急
修
理
事
業
者
の

登
録
者
名
簿
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

募集開始へ
応急修理 事業者
協定に向けご協力ください～

税
務
署
に
要
望
申
し
入
れ

住宅ストック循環支援事業
事業者登録はじまる
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２
０
１
６
年
度
第
２

次
補
正
予
算
に
盛
り
込

ま
れ
た
国
交
省
の
補
助

事
業
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク

循
環
支
援
事
業
」
が
動

き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
①
エ

コ
リ
フ
ォ
ー
ム
、
②
40

歳
未
満
の
既
存
住
宅
の

購
入
、
③
エ
コ
住
宅
へ

の
建
替
え
に
つ
い
て
補

助
す
る
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
補
助
限
度
額

は
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

が
30
万
円
／
戸
（
※
耐

震
改
修
を
行
う
場
合
は

45
万
円
）、
40
歳
未
満

の
既
存
住
宅
の
購
入
は

50
万
円
／
戸
（
※
耐
震

改
修
を
行
う
場
合
は

65
万
円
）、
エ
コ
住
宅

へ
の
建
替
え
は
50
万
円

／
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
補
助
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、

ま
ず
事
業
者
自
身
で
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
事
業
者
登
録
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
登
録
の
期
間
は
、

11
月
１
日
～
来
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
者
登

録
を
期
限
内
に
行
わ
な

い
と
、
こ
の
事
業
を
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　

登
録
事
業
者
の
う

ち
、
建
設
業
許
可
を
有

す
る
事
業
者
、
瑕
疵
保

険
の
登
録
事
業
者
、
全

リ
協
な
ど
の
登
録
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団

体
の
構
成
員
で
あ
る
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
者
登
録
後
は
、

工
事
請
負
契
約
書
・
売

買
契
約
書
を
発
注
者
ま

た
は
購
入
者
の
方
と
締

結
し
、
事
業
の
内
容
を

決
め
て
、
事
業
者
自
ら

で
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
補
助
金
申

請
を
行
う
と
と
も
に
、

別
途
、
押
印
さ
れ
た
申

請
書
及
び
必
要
書
類
を

事
務
局
に
郵
送
す
る
流

れ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
を
締
結

す
る
際
に
は
、
補
助
金

の
受
取
に
関
す
る
取
決

め
（
規
約
）
を
締
結
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

（http://stock.jp

）

補
助
金
活
用
に
は

登
録
が
必
須

　

10
月
３
・
４
・
26
日
の
３

日
間
、
県
下
11
の
全
税
務

署
に
対
し
て
、
要
望
申
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
例
年

ど
お
り
、
建
設
山
口
本
部

の
税
金
担
当
役
員
と
各
税

務
署
管
内
の
該
当
支
部
の

代
表
で
、
３
日
間
で
延
べ

27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
署
で
異
動
の
た

め
総
務
課
長
が
替
わ
っ
て

お
り
、
建
設
業
の
き
び
し

い
状
況
に
ふ
れ
な
が
ら
、

ま
ず
は
簡
単
に
建
設
山
口

の
概
要
を
説
明
。「
所
得
計

算
書
・
確
定
申
告
学
習
会
」

「
申
告
相
談
会
」
に
力
を
い

れ
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。「
来
年
の
確
定
申
告

書
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

載
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

無
記
入
の
場
合
の
取
扱
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」

の
問
に
つ
い
て
は
「
無
記

入
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
受

理
し
な
い
こ
と
は
な
い

が
、
一
定
の
指
導
は
し
て

い
く
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
に
つ
い

て
は
「
消
費
税
は
預
か
り

金
的
な
も
の
だ
が
、
運
転

資
金
に
廻
し
て
し
ま
い
や

す
い
。
利
率
の
良
い
消
費

税
預
金
の
よ
う
な
も
の
は

出
来
な
い
も
の
か
」
と
の

問
に
署
側
か
ら
は
「
納
税

準
備
預
金
等
を
活
用
し
て

欲
し
い
。
利
率
は
高
く
は

な
い
が
、
も
し
延
滞
さ
れ

た
場
合
の
延
滞
金
と
比
較

し
て
考
え
れ
ば
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
イ
ン

ボ
イ
ス
形
式
が
こ
の
ま
ま

の
形
で
導
入
さ
れ
る
と
、

零
細
企
業
が
取
引
か
ら
排

除
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
な

方
式
を
考
え
て
欲
し
い
と

の
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

本部と支部の代表が参加

功労者表彰・今地幾太郎さん
全建総連・定期大会 　

メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に

「
組
織
増
勢
を

力
に
賃
金
・

単
価
・
労
働

条
件
を
改
善
し
、
魅
力
あ

る
建
設
産
業
の
実
現
、
平

和
を
守
ろ
う
」
を
掲
げ
、

全
建
総
連
第
57
回
定
期
大

会
が
10
月
12
～
14
日
、
福

岡
県
福
岡
市
で
開
催
さ

れ
、
53
県
連
・
組
合
か
ら

１
４
８
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、
吉

村
執
行
委
員
長
を
は
じ
め

21
人
が
参
加
し
、
第
57
期

の
運
動
方
針
・
予
算
を
大

き
な
拍
手
で
決
定
。
下
松

支
部
の
今
地
幾
太
郎
さ
ん

（
本
部
住
対
部
長
）
が
功
労

者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

（
詳
細
は
次
号
に
掲
載
）。

今地さん
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久光　義秋（光・大工 67）

穂高連峰の想い出
（Yama girl 3人と一緒に） 

支部 平成28年10月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 79 － 6
阿　武 24 2
岩　国 1,690 36
宇　部 1,651 24
小野田 554 － 1
吉　南 987 47
下　松 980 58
熊毛南 265 9
下　関 1,294 － 10
徳　山 745 12
豊　浦 173 6
長　門 197 1
萩 192 2
光 239 0
防　府 883 13
美　祢 178 － 6
山　口 1,043 13
柳　井 404 7

計 11,578人 207

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

建
設
山
口
の
組
合
員
で

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
獲
得

　
　
　

吉
南
　

斉
藤
　

守

　
　
　
　
　
　

（
左
　

官
）

　

私
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
沿
道
の
花

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
で
手

入
れ
が
大
変
だ
っ
た
だ
け

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
吉

南
の
一
角
に
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
い
き
ま
す
。

末
っ
子
も
小
学
生

参
観
日
が
楽
し
み

　

宇
部
　

藤
田
　

拓
治

　
　
　
　
　
　

（
設
　

備
）

　

先
日
、
我
が
家
の
末
っ

子
の
就
学
前
健
診
が
あ
り

ま
し
た
。

　

と
う
と
う
末
っ
子
も
来

年
小
学
生
。
な
ん
だ
か

末
っ
子
っ
て
、
ず
ー
っ
と

幼
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の

で
す
が
、
気
が
つ
け
ば
来

年
小
学
生
に
。
私
も
歳
を

と
る
は
ず
。

　

ち
ょ
っ
と
は
成
長
し
た

の
か
な
？
今
か
ら
参
観
日

が
楽
し
み
で
す
。

建
設
山
口
の

組
合
員
で
よ
か
っ
た

　
　

下
関
　

中
村
　

政
信

　
　
　
　
　

（
鉄
　

筋
）

　

一
昨
年
、
今
年
と
２
回

に
わ
た
り
病
気
を
し
て
、

一
時
は
仕
事
を
断
念
し
よ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

建
設
山
口
の
皆
さ
ん
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

ま
た
、
助
け
て
い
た
だ
き
、

活
動
を
と
お
し
て
、
地
域

や
行
政
に
建
設
山
口
の
活

動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
で
も
あ
り
暑

い
さ
な
か
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
な
く
て
、
生
徒
の
い

る
時
に
作
業
し
、
見
学
し

て
も
ら
い
、
後
か
た
づ
け

な
ど
一
緒
に
で
き
れ
ば
、

建
築
に
対
し
て
も
っ
と
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
今
回
の
反
省

を
も
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

来
、
学
校
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
事
は
事
前
に
下
見
と

打
ち
合
わ
せ
は
し
ま
し
た

が
、
床
修
理
（
破
損
個
所

の
穴
埋
め
）
等
の
準
備
を

し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
床

板
の
反
り
の
修
繕
箇
所
も

あ
り
、
あ
わ
て
て
工
具
を

取
り
に
帰
っ
た
り
し
ま
し

た
。
施
工
内
容
に
つ
い
て

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
を

す
べ
き
で
し
た
。
ま
た
事

前
に
報
道
機
関
に
連
絡
し

取
材
を
し
て
も
ら
え
ば
、

も
っ
と
地
域
に
も
Ｐ
Ｒ
出

来
た
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
活
動

で
し
た
が
、
誰
が
修
理
し

た
の
か
も
分
か
ら
な
い
の

が
多
く
て
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
学
校

側
に
も
趣
旨
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
参
加
者
７
名

で
、
岩
国
市
立
麻
里
布
中

学
校
の
美
術
室
床
修
理
と

清
掃
用
具
保
管
場
の
波
板

張
替
え
を
す
る
こ
と
が
出

　

︻
岩
国
・
籾
田
安
保
︵
大

工
・
56
︶︼
８
月
６
日
に
、

岩
国
支
部
で
﹃
建
築
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
﹄
を
実
施

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
各
学

校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

ま
し
た
が
、
無
理
な
希
望

　

11
月
と
な
り
、
確
定
申

告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
税
制
は
毎
年
の

よ
う
に
変
わ
り
、
誤
っ
た

思
い
込
み
で
申
告
を
し
て

し
ま
う
と
、
無
駄
な
税
額

を
納
付
す
る
こ
と
に
も
繋

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

正
確
な
確
定
申
告
を
す

る
た
め
に
は
、
正
確
な
記

帳
が
必
要
で
す
。
平
成
26

年
１
月
か
ら
全
て
の
事
業

者
に
記
帳
及
び
帳
簿
の
保

存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
も

い
ま
す
。
そ
の
た
め
全
建

総
連
の「
日
計
記
帳
用
紙
」

で
日
々
の
記
帳
か
ら
そ
の

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
10
月
末
現
在
で
、
表
の

と
お
り
１
万
１
５
７
８
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
り
加
入
者

は
６
９
５
人
、
脱
退
者
は

４
８
８
人
で
現
在
ま
で

２
０
７
人
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
月
別
に
み
る

と
４
月
を
除
く
全
て
の
月

で
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
「
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を

守
る
」
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

未
加
入
者
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
？
ま
わ
り
を
見
渡

し
声
を
掛
け
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
（
中
建
国
保
、
労

災
保
険
、
税
金
相
談
、
各

種
共
済
制
度
等
）
を
伝
え
、

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を

組
合
に
迎
え
入
れ
ま
し
ょ

う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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上
高
地
「
河
童
橋
」

か
ら
仰
ぎ
見
る
穂
高
連

山
の
眺
め
は
素
晴
ら
し

い
！

　

梓
川
の
清
流
を
遡

り
、
横
尾
谷
を
登
る
。

屏
風
岩
を
左
手
に
見
な

が
ら
涸
沢
に
入
る
と
景

色
が
一
変
す
る
。
ま
ず

カ
ー
ル
（
氷
河
に
削
ら

れ
た
谷
）
奥
に
そ
び
え

る
涸
沢
槍
の
凛
と
し
た

姿
が
眼
に
飛
び
込
む
。

８
月
な
の
に
今
日
は
や

け
に
寒
い
。
雨
に
濡
れ

た
服
は
体
の
心
ま
で
冷

え
る
。

　

カ
ー
ル
の
登
路
「
ザ

イ
テ
ン
グ
ラ
ー
ド
」
を

２
時
間
歩
く
と
穂
高
岳

山
荘
の
テ
ラ
ス
だ
。
今

夜
の
宿
は
登
山
者
で
溢

れ
て
い
た
。
翌
朝
、
奥

穂
高
岳
ピ
ー
ク
へ
は
鎖

場
か
ら
始
ま
る
。
事
故

も
多
い
急
登
で
落
石
に

注
意
し
な
が
ら
登
り
、

約
50
分
で
３
１
９
０
ｍ

の
頭
に
着
く
。
今
回
は

ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
（
護
衛

峰
）
ま
で
足
を
延
ば
す

計
画
だ
が
、
女
性
３
人

連
れ
の
岩
稜
コ
ー
ス
は

危
険
が
伴
う
。
核
芯
部

は
ザ
イ
ル
で
確
保
し
な

が
ら
、
安
全
登
山
で

ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
岩
頂

に
全
員
立
つ
。
断
崖
絶

壁
か
ら
の
俯
瞰
は
言
葉

に
な
ら
な
い
。

　

奥
穂
山
頂
に
戻
り
吊

り
屋
根
を
下
る
。
登
り

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

返
せ
ば
「
紀
美
子
平
」。

遥
か
下
に
河
童
橋
辺
り

が
確
認
で
き
る
。
30
分

登
る
と
前
穂
高
岳
山

頂
、
北
尾
根
を
何
時
か

踏
破
し
た
い
想
い
を
胸

に
秘
め
、
紀
美
子
平
に

引
き
返
し
重
太
郎
新
道

を
下
る
。
途
中
、
岳
沢

小
屋
で
休
憩
し
て
約
６

時
間
の
下
山
は
さ
す
が

に
足
が
重
い
。
上
高
地

は
登
山
者
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
振
り
返
っ
て
穂

高
連
峰
を
仰
ぎ
「
素
晴

ら
し
い
山
行
」
に
感
謝
。

ま
た
来
る
時
も
や
さ
し

く
笑
っ
て
お
く
れ
。

１
９
９
２
年
　

８
月

県
下
６
会
場
で
開
催

所
得
計
算
書
・
確
定
申
告
学
習
会

■所得計算書学習会日程
日　程 時　間 対象支部 場　所
12月２日㈮ 13：00～16：00 全支部 建設山口本部会館
12月４日㈰ 13：00～16：00 全支部 下関市リサイクルプラザ
12月６日㈫ 13：00～16：00 全支部 中国労働金庫下松支店

■確定申告学習会日程
日　程 時　間 対象支部 場　所
１月24日㈫ 13：00～16：00 全支部 中国労働金庫下松支店
１月27日㈮ 13：00～16：00 全支部 建設山口本部会館
１月29日㈰ 13：00～16：00 全支部 下関市リサイクルプラザ
※宇部支部は両学習会とも独自に開催

月
の
会
計
を
ま
と
め
、
そ

れ
を
「
所
得
計
算
書
」
に

転
記
し
、
月
々
の
記
帳
か

ら
そ
の
年
の
収
支
を
計
算

し
て
い
た
だ
き
、
収
支
内

訳
書
（
白
色
申
告
）
ま
で

は
正
確
に
出
来
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
所
得
計
算
学

習
会
を
今
年
度
も
上
表
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
の

記
入
方
法
や
留
意
点
に
つ

い
て
学
習
す
る
確
定
申
告

学
習
会
も
上
表
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

両
学
習
会
と
も
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
筆
記
用

具
・
電
卓
は
お
忘
れ
な
く
。

参
加
希
望
の
方
は
、
お
早

め
に
お
入
り
の
支
部
を
通

じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
み
は
お
入
り
の
支
部
へ前穂高山頂から奥穂高方面を背景に

未
加
入
者
を
組
合
へ

慣れた手つきで床修理

初めてのボランティア活動

来年はもっと PRしたい
岩  国  支  部
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「
木も

く

育い
く
」っ
て

知
っ
ち
ょ
る
？

齊藤さん

　山口県のぶちうまやまぐ
ちのやまぐち木の店に登録さ
れている「木

こ

洩
もれ

木
ぎ

」。私が作
る子供椅子、子供テーブル、三輪
車、額縁などがあります。
　この度、山口県と山口県木材協会の
要請で、東京で開催された「森のめぐ
み子供博」に出店しました。今まで木
育の言葉の意味は、山の木を育てる？
木のぬくもりを知る？木で子供を育て
る？今まで一番は木で我が家が育っ
た？50年間大工をしている私は、その
ように思っていました。
　行っていろいろと資料を見ると、木
育って「かきくけこ」がキーワードで
あることが分かりました。

　「か」環境を守る、「き」
木の文化を伝える、「く」暮
らしに木を取り入れる、「け」

経済を活性化させる、「こ」子供の
心を豊かにする。
　このキーワードで会場は若いお母さ
んお父さんの子供連れ、おじいちゃん
おばあちゃんが会場狭しと見て回り会
場は大賑わい。
　他の出店者との交流、技術的なこ
と、その地域の特性など、収穫は大い
にありました。この度の出店で、山口
県の担当者、山口県木材協会の担当
者、一緒に行った出店者には大変お世
話になりました。なにせ、田舎者です
もの。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
プ
レ
ス
リ
ー
が
生
ま
れ

た
国
。

④
ク
モ
は
腹
か
ら
○
○
を

出
す
。

⑤
兄
弟
・
姉
妹
の
む
す
め
。

⑥
キ
ノ
コ
等
の
生
殖
細
胞
。

⑧
も
の
を
考
え
る
能
力
。

⑪
こ
こ
へ
貯
金
す
る
人
も

い
る
。

⑫
実
在
の
反
対
、
○
○
○

の
人
物
。

⑬
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
巨
石

像
。

⑮
胃
が
た
れ
下
が
る
病
気
。

⑰
秋
の
次
に
く
る
。

⑱
漢
字
の
日
本
風
の
読
み

方
。

⑲
筆
を
選
ば
な
い
大
師
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
夕
焼
け
は
晴
れ
。
朝
焼

け
は
？

②
非
科
学
的
な
言
い
伝
え
。

③
寝
て
待
つ
に
限
る
。

④
健
康
的
な
臓
器
を
植
え

込
む
。

⑦
売
っ
た
り
買
っ
た
り
。

⑨
背
の
高
い
秋
に
咲
く
花
。

⑩
大
空
。
鳥
が
○
○
○
○

○
を
飛
ぶ
。

⑪
体
を
成
長
・
発
達
さ
せ

る
た
め
の
教
育
。
秋
の

○
○
○
○
祭
。

⑭
勝
ち
負
け
が
な
い
。

⑯
○
○
づ
め
。
○
○

ジ
ュ
ー
ス
。

⑰
父
と
母
、
両
親
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
12
月
5
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
275
号
解
答
◇

　

ガ
ン
バ
ロ
ウ

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
田
村

宏
樹
・
大
谷
昭
夫
・
髙
木

弘
敬
【
吉
南
】
上
田
や
よ

い
・
浅
川
れ
い
子
【
下
関
】

土
谷
真
喜
子
・
中
司
み
や

子【
徳
山
】山
本
典
子【
防

府
】
永
尾
仁
志
【
山
口
】

俣
賀
有
輔（

応
募
総
数
39
）

温
泉
に
浸
か
っ
た
後
に

美
味
し
い
料
理
を

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

外にはテラス席も 　

【
長
門・村
田
保（
大
工・

52
）】
長
門
市
の
南
部
、

ひ
な
び
た
山
間
の
温
泉
郷

「
俵
山
温
泉
」、
そ
の
共
同

浴
場
の
一
つ
「
町
の
湯
」

の
隣
に
今
回
紹
介
す
る
、

湯
治
テ
ラ
ス「
俵
山
本
陣
」

が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
長
門

市
駅
近
く
に
あ
る
長
門
本

陣
の
２
号
店
と
し
て
今
年

５
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
。

衰
退
し
つ
つ
あ
る
湯
治
場

に
活
力
を
取
り
戻
そ
う
と

名
乗
り
を
上
げ
ら
れ
た
訳

で
す
。

　

お
店
は
居
酒
屋
風
で
す

が
ラ
ン
チ
も
人
気
で
お
昼

か
ら
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

店
内
は
テ
ー
ブ
ル
席
、
お

座
敷
席
の
他
に
カ
ウ
ン

タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
庭
に

出
る
と
テ
ラ
ス
席
も
設
け

て
あ
る
の
で
ペ
ッ
ト
連
れ

の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

県
内
の
地
酒
や
地
元
食

材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、

長
門
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は

「
長
州
地
ど
り
」「
長
州
黒

か
し
わ
」「
長
州
な
が
と

和
牛
」
に
仙
崎
産
魚
介
類

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
俵
山
本
陣
だ
け

で
出
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー

が
地
元
の
猟
師
さ
ん
か
ら

仕
入
し
た
ジ
ビ
エ
食
材
の

料
理
で
す
。
猪
や
鹿
を

使
っ
た
串
焼
き
や
猪
の

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
入
り
ラ
ー

メ
ン
等
も
提
供
し
て
い
ま

す
し
、
ジ
ビ
エ
に
関
し
て

は
こ
れ
か
ら
も
メ
ニ
ュ
ー

が
増
え
る
可
能
性
も
あ
り

楽
し
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
ゆ
っ

く
り
と
温
泉
に
浸
か
っ
て

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で

仕
事
の
疲
れ
を
癒
さ
れ
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

愛
○
の
原
稿
募
集

作・斉藤達夫

もの忘れ

近
頃
と
み
に

も
の
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
っ
た
わ
い

ひ
ょ
っ
と
し
て

「
認
知
症
」

ヘ
ェどん

な

い
や

忘
れ
っ
ぽ
く
て

い
い
面
も
あ
る

た
し
か

以
前
に
も

同
じ
こ
と
を
…

昔
読
ん
だ
小
説
や

映
画
が
何
度
で
も

楽
し
め
る
ん
じ
ゃ

年
齢
の

せ
い
じ
ゃ
な
い
の

と
　
し

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ご

家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
の
俳

句
・
短
歌
・
川
柳
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。

　

新
年
号
の
原
稿
と
は
別

に
常
時
み
な
さ
ん
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
俳
句
な
ど
を
趣
味
に

し
て
お
ら
れ
る
方
、
機
関

紙
「
や
ま
ぐ
ち
」
の
紙
面

上
で
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
原
稿
掲
載
分
に
は
、

お
礼
と
し
て
ク
オ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
ど
し

ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句
・
川
柳
な
ど
を
募
集




